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のモニタリング状況を把握するため，「相手が理

解できていないと思った（説明者）」「説明内容が

理解できないと思った（聞き手）」場面に親指を

挙げて合図を送ってもらった。合図の指はお互い

から見えないよう衝立で隠れるようにした。

３．結果と考察

　説明者が自発的に行うモニタリングによって意

味付与発言をしているならば，合図を頻繁に送る

人（相手が理解できていないと敏感に感じる人）

のほうが意味付与発言をより多くしていることが

予想される。これを確認するため，説明者が行っ

た合図の回数で高群・低群に分け，カテゴリ頻度

および説明中に占める意味付与の割合を比較した

ものがFigure 1である。

検定の結果，「データの読み上げ」「データの意

味づけ」「意味づけの繰り返し」で有意な差が検

出された。つまり，相手のことをよくモニターす

ることが意味付与発言の増加に一定程度寄与して

いることが示された。しかし，高群では意味付与

以外の発言数も多く，説明中に占める意味付与の

割合が必ずしも低群を上回るわけではないため，

それ以外の要因についてもさらに検討すべきであ

る。

説明における聞き手の理解状況のモニタリングが 
説明内容に及ぼす影響

　　○伊藤貴昭（明治大学）　　　　　　　　　　　　垣花真一郎（郡山女子大学）
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１．目的

　学習者に説明を生成させることで理解が促進さ

れるという現象がある。伊藤・垣花（2009）では，
説明の中でも特に対面状況における説明によっ

て，意味付与発言が増加し，これが理解に寄与す

ることが示された。しかし，なぜ対面状況で説明

者は意味を付与しようとするのかについては，そ

の要因の一部（相手の否定的フィードバックによ

る再説明）のみが明らかにされただけであり，意

味付与発言が生成されるその他の要因についての

検討がなされていなかった。

　本研究の目的は，対面状況における説明につい

て，意味付与発言の生成プロセスに関わる要因を

検討することである。具体的には，説明者が自発

的に行っていると予想される相手の理解状況の

モニタリングに焦点を当てる。説明者は，説明を

生成する中で常に相手の理解状況をモニタリング

しているはずである。その結果，相手から明確な

フィードバックが得られるときはもちろんだが，

それ以外にも自分の説明内容と（説明者が予想す

る）相手の理解状況とのすり合わせの結果，説明

内容の修正を行っている可能性もある。本研究で

は客観的には捉えることの難しい説明者のモニタ

リングに着目することで，説明内容のうち特に意

味付与発言との関連を検討することが目的であ

る。

２．方法

参加者：首都圏の四年生大学に通う大学生38
名（２名１組，計19組）。

材料：伊藤・垣花（2009）で用いた統計学の「散
布度」に関する説明文（1282文字）。

手続き・分析：２人１組の友人同士で実験を

行った。参加者の一方に説明文とメモ用紙を渡

し，説明文読解後に聞き手の友人に説明させた。

その際，聞き手には「はい，いいえ」以外の発話

をしないよう教示した。また，本研究では説明中


